






The relationship between late complications
and dose-volume parameter of the rectum and
bladder in patients with cervical cancer



































64.5歳) 、子宮頭痛のステージはFIGO分類でIB期2例、 ⅡA期4例、 ⅡB期18例、 ⅢA期
1例、 ⅢB期12例、 ⅣA期3例、 ⅣB期2例であった。外照射は45.OGy--60.OGy(中央値50.4








いる5cc, 2cc, Ice, 0.Iceの内の最低線量C D5cc, D2cc, Dice, DO.Ice )を算出し、それぞ
れを1回2Gyの外照射-換算した等価線量(Normalized Total Dose; NTD(GyEQD2))を直線一・
二次曲線モデル(LQ model)に従って算出した。
中央遮蔽が挿入された後の外照射では腔内照射で高線量を受ける直腸や膳朕は遮蔽されてい
















D5cc, D2cc, Dice, DO, 1ccの平均値に有意差が存在するかを検討した。直腸D5ccでは有意
差を認めなかったが、直腸D2cc, Dice, DO. Iceでは平均値に有意差を認めた。直腸晩期障害
が発生した症例では直腸D2cc, Dice, DO. IceのNTDが高い傾向であることが示唆された。
続いて直腸晩期障害の程庫をNCトCTC Version 2. 0に従いgradingを行った。結果はGrade 1
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3)直腸.膳朕のDose-VolumeHistogramより得られたD2cc、 Dice、 DO. Iceの増加と直腸晩
期障害の発生には相関があることが示された。
4)直腸Diceが90Gy以上の場合は高率に直腸晩期障害が弟生す革可能性が示唆された0
5)今後の研究課題として時、子宮額癌病巣の制御率と照射線量の関係が挙げられた。
本論文は子宮頭痛放射線治療における直腸線量と晩期障害の関係について新しい知見を与.
えたものであり、最終試験として論文内容に関連した試問を受け合格したので、博士(医学)
の学位論文に値するものと認められた。
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